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と
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に
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見
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お
日
柄
も
よ
ろ
し
く
山
雀
四
十
雀 

樫
谷　

雅
道

FAX

ま
だ
夏
日
続
く
日
の
あ
り
大
根
蒔
く

夏
の
永
い
１
年
で
あ
っ
た
。
11
月
に
入
っ
て
も
夏
日

の
日
が
続
い
た
。
こ
の
温
か
さ
を
見
越
し
て
、
蒔
き

残
し
た
種
を
蒔
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

わ
が
鍬
に
眠
り
こ
け
い
る
秋
あ
か
ね

畑
に
置
き
去
り
に
し
て
い
た
鍬
の
柄
に
と
ん
ぼ
が
止

ま
っ
て
い
る
。
羽
の
力
を
抜
い
て
眠
り
こ
け
て
い
る

よ
う
な
、
の
ど
か
な
秋
日
和
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
句
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

平成３０年１１月３日に

発令された、秋の叙勲の

市内受章者を紹介します。

　西本昌弘さん（土佐山田町東本町）は、昭

和４６年に高知県庁に入庁し、３７年の長き

にわたり公務に精進され、総務部国体局次長

や産業技術部長などの要職を歴任、地方自治

の育成と発展に寄与されました。

　産業技術部長時代は、各産業分野での試験

研究および県内企業に対する技術支援を推進

し、新たな技術の開発や地域資源・特産品の

ブランド化の促進を行い、県内地域産業の振

興に貢献されました。

　在職中、特に心がけていたことはあります

か、と尋ねたところ、「誰のための仕事」と

いう言葉が自分の原点であると教えてくれま

した。常に、県民の皆さまのためにと考えて

仕事をされていたそうです。「退職後は、時

間があれば実家の山の畑で家庭菜園の日々、

文旦などの果樹のほか、野菜は年間で二十数

種類作っています」と笑顔で話されました。

にしもと    まさひろ

西 本 昌 弘 さん（７１歳）

秋
の叙勲

か、

い

し

仕事

間

文旦

種類昌 弘 さん（７１歳）

にしもと    

西 本 昌
まさひろ

昌 弘 さん（７１歳

展
示
解
説
の
お
知
ら
せ

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

　

吉
井
勇
記
念
館
で
は
、
企
画

展
示
や
吉
井
勇
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
な
が
ら
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
展
示
解
説
を

ミ
ニ
企
画
展  

吉
井
勇
の
生
涯  

～
交
友
関
係
を
中
心
に
～

り
ま
す
。

　

中
で
も
若
き
勇
に
大
き
く
影

響
を
与
え
た
与
謝
野
鉄
幹
・
晶

子
や
、
同
世
代
の
歌
人
と
の
交

流
、
土
佐
隠
棲
時
代
を
支
え
た

今
戸
益
喜
や
伊
野
部
恒
吉
な
ど

の
交
友
関
係
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
12
月
５
日
（
水
）
〜

３
月
10
日
（
日
）

　

吉
井
勇
は
明
治
、
大
正
、
昭

和
の
時
代
を
通
し
て
短
歌
を
含

め
、
戯
曲
や
小
説
な
ど
数
多
く

の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
企
画
展
で
は
、
勇
が
青

春
を
過
ご
し
た
東
京
時
代
、
家

庭
不
和
等
か
ら
隠
棲
し
た
土
佐

時
代
、
そ
の
後
再
起
を
遂
げ
た

京
都
時
代
に
分
け
、
直
筆
作
品

や
資
料
を
通
し
て
生
涯
を
た
ど

行
っ
て
い
ま
す
。

【
内
容
】
毎
月
第
１
・
３
日
曜

13
時
30
分
～
（
約
１
時
間
）

※

申
込
不
要
・
要
入
館
料

休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
３
日
（
月
）
・
４
日

（
火
）
は
展
示
替
え
の
た
め
休

館
し
ま
す
。
ま
た
、
12
月
28
日

（
金
）
～
１
月
４
日
（
金
）
ま
で

年
末
年
始
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

※

１
月
５
日
（
土
）
か
ら
通
常
営
業

広
報
委
員
会

瑞宝小綬章　（地方自治功労）


